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主な内容
●由布市は市制施行10周年を迎えます！
●平成27年度 由布市自治委員会連合会の
　理事を紹介します
●住民基本台帳閲覧状況の公表
今年度の由布市キャンペーンレディ、小野薫さん（左）と小川直美
さん（右）
撮影場所：名水の滝（庄内町阿蘇野）

由布市の魅力、
伝えます



市政ニュース

　

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
お
よ
び
第
11
条
の
２
第
12
項
に
基
づ

き
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

５月７日、山本和彦さん（大分市）から寄付をいただきました。本
当にありがとうございます。寄付のお礼

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
の
公
表

（
平
成
26
年
度
分
）

◆国または地方公共団体の機関による閲覧請求状況
請求機関の名称 請求事由の概要 閲覧日 閲覧に係る住民の範囲

1 自衛隊
大分地方協力本部

大分地方協力本部の自衛官募集に関わ
る事務手続きを行うため

平成26年
5月23日

由布市全域
平成８年４月２日～平成９年４
月１日生　男

◆個人または法人による閲覧申出状況
申出者の氏名

(法人の場合はその名称および代表者氏名) 利用目的の概要 閲覧日 閲覧に係る住民の範囲

1
一般社団法人
中央調査社
会長　西澤　豊

「2014 年 6 月全国放送サービス接触動向
調査（テレビの見られ方などについての
調査）」実施のための対象者抽出のため

（委託者：ＮＨＫ放送文化研究所　世論調査部）

平成26年
4月16日

庄内町柿原
７歳以上（平成19年12月末日まで生）
男女・12人

2
一般社団法人
中央調査社
会長　西澤　豊

「環境問題に関する世論調査」実施のため
の対象者抽出のため

（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）

平成26年
7月9日

挾間町三船
満20歳以上（平成6年6月末日まで生）
男女・15人

3
一般社団法人
中央調査社
会長　西澤　豊

「2014 年　新聞及びウェブ利用に関する
総合調査（調査票タイトル：「くらしと情
報についてのおたずね」）」実施のための
対象者抽出のため（委託者：朝日新聞社）

平成26年
7月9日

湯布院町下湯平
満15歳以上（平成11年8月末日まで生）
男女・22人

4
株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

「平成 26 年度　郵便利用構造調査」の対
象者抽出のため

（委託者：日本郵便株式会社）

平成26年
10月3日

挾間町下市
満20歳以上79歳以下
（昭和9年9月2日～平成6年9月1日まで生）
男女・20人

5
一般社団法人
 中央調査社
会長　西澤　豊

「高齢者の日常生活に関する意識調査（調
査票タイトル：日常生活に関する意識調
査）」実施のための対象者抽出のため

（委託者：内閣府政策統括官〔共生社会政策担当〕）

平成26年
11月5日

湯布院町湯平
60歳以上（昭和29年10月１日まで生)
男女・22人

6
一般社団法人
中央調査社
会長　西澤　豊

「日本人とテレビ・2015 調査」実施のた
めの対象者抽出のため

（委託者：ＮＨＫ放送文化研究所　世論調査部）

平成27年
1月9日

庄内町東長宝
16歳以上（平成10年12月末日まで生)
男女・12人

●問い合わせ　市民課市民係（庄内庁舎）　☎097-582-1111（内線152）

　平成17年10月１日に３町の合併により由布市が誕生し、今年、市制施行10周年を迎えます。
　この節目にあたり、新市誕生からの10年間の歩みを振り返りながら、市民全体でお祝いし市
の一体感を醸成するとともに、未来へ向けて夢と希望にあふれた出発点とするため、市民皆さ
んの英知と活力を結集しさまざまな「由布市制施行10周年記念事業」を実施します。

≪由布市の歴史の１ページを綴るのは　ア・ナ・タ≫
～未来へ向けた新たな出発点として～

●問い合わせ　総務課（庄内庁舎）　☎097-582-1111
　由布市公式ホームページ　  http://www.city.yufu.oita.jp/

記念事業基本コンセプト

●と　き　10月11日㈰ 10：00～
●ところ　はさま未来館文化ホール 
●内容(予定)
　由布市10年の軌跡ＤＶＤ上映
　市政功労者表彰、小学生作文発表
　メッセージ発表　など 

●と　き　10月11日㈰ 12：30～
●ところ　はさま未来館文化ホール 
●内容(予定)
　吹奏楽演奏、太鼓・神楽・日本舞踊の競演

　市が主催・共催する事業を由布市制施行
10周年記念特別事業として実施します。
⇒　順次、市公式ホームページ等でお知らせします。

　由布市制施行10周年を市民の皆さんと一緒にお祝いし、盛り上げていくため、市民団体等
が主催する事業を10周年記念協賛事業として募集します。
●対象事業　平成27年９月１日から平成28年８月31日までに実施する事業
●支援内容　冠事業として承認された事業は、冠名・ロゴマーク・のぼり旗の使用が可能と

なり、市公式ホームページ等で広報支援を行います。
　　　　　　※財政的な支援はありません。
⇒　詳しい内容と申請書類等は、市公式ホームページ「由布市制施行10周年」からダウンロードできます。

ゆふ特産品バザール同時開催
　由布市の特産品を展示・即売します。
●と　き　10月11日㈰ 9：30～
●ところ　はさま未来館3階市民ギャラリー

由布市は市制施行10周年を迎えます！

由布市制施行10周年記念
式　典

由布市制施行10周年記念
フェスティバル

由布市制施行10周年記念
特別事業

～由布市制施行10周年記念　協賛事業～
市民団体等が主催する「冠事業」を募集します！

会　長

平成27年度
由布市自治委員会連合会の理事を紹介します

湯 布 院 町

第 4 ブロック会長
江藤 明彦

（畑倉）

第 5 ブロック会長
中村 冨康

（幸野）

第 3 ブロック会長
平井 俊文
（東石松３）

第 1 ブロック会長
浦田 幸市

（並柳）

庄 内 町

南庄内地区会長
伊東 正則
（柿原２区）

東庄内地区会長
小原 邦博

（五ヶ瀬）

阿南地区会長
羽田 義臣

（五福）

西庄内地区会長
長峰 義幸

（上武宮）

挾 間 町

由布川地区会長
園田 紀生

（海老毛）

石城川地区会長
後藤 英一

（山口）

谷地区会長
工藤 康則

（同尻）

挾間地区会長
荒井 武敏

（喜多里）

庄内地域自治委員会長
工藤 克秀

（伊小野）

副会長 副会長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す挾間地域自治委員会長

佐藤 孝義
（北方）

湯布院地域自治委員会長
後藤 久生

（新町１） 　由布市制施行10周年を記念してロゴマークを制作しました。
　市制施行10周年の啓発にかかるものであれば、どなたでも
自由に使用することができます。
　詳しくは市公式ホームページ「由布市制施行10周年」をご
覧ください。《由布市制施行10周年記念ロゴマーク》
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市政ニュース

　
由
布
市
で
は
、
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
連
携
し
順
次
開
始
し
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
庄
内
エ
リ
ア（
阿
蘇
野
を
除
く
）：
夏
ご
ろ
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
時
松
、
阿
蘇
野
、
川
西
エ
リ
ア 

：
秋
ご
ろ
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
説
明
会
の
開
催
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
す
）

　
庄
内
エ
リ
ア　
日
時　
６
月
26
日
㈮ 

午
後
7
時
か
ら

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
27
日
㈯ 

午
後
7
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
場
所　
庄
内
庁
舎
３
階 

大
会
議
室
（
旧
議
場
）

　
時
松
、
阿
蘇
野
、
川
西
エ
リ
ア

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
前
に
市
報
や
自
治
文
配
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課
情
報
統
計
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
寡
婦
の
方
の
健
康
と
生
活
の
安
定
の
た
め
、
医
療
費
の
保
険
適
用
分
自
己
負
担
額
の

２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象　
配
偶
者
と
死
別
、
離
婚
等
し
た
女
性
で
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
方
お
よ
び

こ
れ
に
準
ず
る
方
で
、
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　
①
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
な
い
75
歳
未
満
の
女
性

　
 

（
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
を
除
き
ま
す
）

　
　
※
未
婚
者
に
つ
い
て
は
50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

　
②
各
医
療
保
険
制
度
の
被
保
険
者
本
人
で
あ
る
こ
と

　
　
※
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
世
帯
主
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
③
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
方

　
　
※
６
月
申
請
分
ま
で
は
平
成
26
年
度
所
得
（
平
成
25
年
中
所
得
分
）

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–
３
１
１
１

　
本
人
通
知
制
度
は
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
戸

籍
や
住
民
票
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、
本
人
へ
通
知
す

る
こ
と
に
よ
り
不
正
請
求
の
早
期
発
見
な
ど
、
不
正
取

得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
登
録
し
て
お
く
と
、
自
分
の
戸
籍
や
住
民
票

が
第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
と
き
に
市
役
所
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
通
知
対
象
の
証
明
書

　
・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

　
・
戸
籍
謄
抄
本
（
除
籍
を
含
む
）

　
・
戸
籍
の
附
票
（
除
附
票
を
含
む
）

●
通
知
内
容

　
・
証
明
書
の
交
付
年
月
日
と
種
別

　
・
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理
人
・
第
三
者
）

　

 

（
請
求
者
の
氏
名
・
住
所
は
通
知
し
ま
せ
ん
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

※
３
月
25
日
か
ら
登
録
期
間
を
設
け
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
登
録
の
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
以
前
に
登
録
さ
れ
た
方
も

同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
庄
内
庁
舎
市
民
課
、

ま
た
は
挾
間
・
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
の
市
民

窓
口
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
課(

庄
内
庁
舎)

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

　

(

内
線
１
５
１
・
１
５
２)

　市の国民健康保険の財政は、医療費の増大や高齢化の進展などにより大変厳しい状況が続いています。
そのため、平成27年度に保険税の改定を行いました。
　将来にわたって財政運営が維持できるよう、加入者の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◆納税通知書は6月中旬に世帯主あてに送付されます（世帯主が社会保険加入者でも世帯員の中に国保加入
者がいる場合は保険税の納付書は世帯主あてに送付されます）。

◆納期限は6月末を第1期とし、翌年3月までの10回です（国保被保険者65歳以上75歳未満の方で一定の
要件に当てはまる方は原則として年金からの天引きとなります〔特別徴収〕）。

★保険税の納付は簡単便利な口座振替をご利用ください。
★4月から国民健康保険税をコンビニエンスストアでも納付できる「コンビニ納付」を開始しました。
●問い合わせ　保険課保険係（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線332・333）

●保険税率　Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ（40歳～64歳）＝ 年間の国民健康保険税
医療保険分Ⓐ 後期高齢者支援分Ⓑ 介護保険分Ⓒ（40歳～64歳）

所得割率
（世帯の被保険者の前年所

得に応じて計算）

平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度

9.0％ 9.25％ 3.0％ 3.0％ 1.6％ 1.6％

平等割額
（１つの世帯に係る額） 18,000円 20,000円 8,000円 8,000円 3,500円 3,500円

均等割額
（世帯の被保険者数1人に

つき加算）
15,500円 22,000円 7,000円 7,000円 5,500円 5,500円

賦課限度額 51万円 52万円 16万円 17万円 14万円 16万円
※前年所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額

です。
※改定された平成27年度の由布市の保険税は県内18市町村中、それぞれ所得割で13

番目、均等割で17番目、平等割で15番目の水準で、加入者の負担は低い状況に
なっています。

●保険税軽減措置の拡充
　軽減を判定する際の所得基準額が引き上げられました。
　世帯の合計所得により保険税の平等割・均等割部分が減額されます。

平等割・均等割 ５割軽減になる世帯 ２割軽減になる世帯
平成26年度 （３３万円＋  ２４.５万円  ×被保険者数）以下 （３３万円＋  ４５万円  ×被保険者数）以下
平成27年度 （３３万円＋  ２６万円  ×被保険者数）以下 （３３万円＋  ４７万円  ×被保険者数）以下

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
説
明
会

寡
婦
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

本
人
通
知
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

 

「
由
布
市
市
民
交
通
対
策
検
討
委
員
会
」
は
市
民
の
生
活
交
通
の
確
保
方
策
等
、
地

域
交
通
計
画
の
策
定
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
広
く
反
映
さ
せ
、
協

議
・
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
一
般
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
由
布
市
の
地
域
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
心
を
お
持
ち
の
方
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
由
布
市
市
民
交
通
対
策
検
討
委
員
会
の
構
成
・
任
期
・
役
割

◆
委
員
会
の
任
期
は
就
任
の
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
1
年
度
間
で
す
。

自
治
委
員
会
の
代
表
者
・
関
係
諸
団
体
の
代
表
者
と
一
般
公
募
委
員
で
構
成
さ

れ
ま
す
。

　
交
通
計
画
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行
、
そ
の
他
生
活
交
通
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
協
議
、
検
討
お
よ
び
調
整
を
行
い
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

２
．
応
募
方
法

◆
一
般
公
募
（
申
し
込
み
は
、
総
合
政
策
課
、
挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課
、
湯
布

院
振
興
局
地
域
振
興
課
）

※
各
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

３
．
公
募
期
間

◆
６
月
12
日
㈮
か
ら
７
月
10
日
㈮ 

午
後
５
時
ま
で

４
．
応
募
資
格

①
由
布
市
内
に
住
所
を
有
し
、
交
通
対
策
検
討
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方
。

②
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
学
生
は
除
く
）
。

③
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
と
関
心
が
あ
る
方
。

※
議
員
・
公
務
員
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

５
．
募
集
人
員

◆
３
人
以
内

◆
応
募
者
が
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
公
開
抽
選
会
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

６
．
応
募
結
果

◆
抽
選
の
結
果
は
公
表
し
ま
す
。

７
．
応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　
　
総
合
政
策
課
（
庄
内
庁
舎
）

〒
８
７
９-

５
４
９
８ 

由
布
市
庄
内
町
柿
原
３
０
２
番
地

☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

由
布
市
市
民
交
通
対
策
検
討
委
員
会

委
員
募
集

国保からのお知らせ
平成27年度の国民健康保険税率が決まりました

医療費節約にご協力をお願いします。
また、ジェネリック医薬品（後発医薬品）を

利用することで薬代の負担を
軽くしませんか？
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由
布
市
に
お
住
ま
い
の

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
年

金
・
給
与
等
の
収
入
に
よ
り
、
平
成
27

年
度
の
介
護
保
険
料
が
６
月
中
旬
ご
ろ

に
決
定
し
ま
す
。
決
定
内
容
を
通
知
書

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
通
知
内
容
な

ど
ご
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●平成27年度～平成29年度　介護保険料額について
段　階 　　　　　　　　　　対象者 率 年間保険料額

第 １ 段 階

生活保護受給者
住民税世帯非課税で、本人が老齢福祉年金受給者
住民税世帯非課税で、本人の合計所得金額+課税年
金収入額が80万円以下

0.45 32,346円

第 ２ 段 階 住民税世帯非課税で、本人の合計所得金額+課税年
金収入額が80万円超120万円以下 0.75 53,910円

第 ３ 段 階 住民税世帯非課税で、本人の合計所得金額+課税年
金収入額が120万円超 0.75 53,910円

第 ４ 段 階 住民税世帯課税のうち本人が住民税非課税で、本
人の合計所得金額+課税年金収入額が80万円以下 0.9 64,692円

第 ５ 段 階
（ 基 準 額 ）
月額：5,990円

住民税世帯課税のうち本人が住民税非課税で、本
人の合計所得金額+課税年金収入額が80万円超 1.0 71,880円

第 ６ 段 階 本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120
万円未満 1.2 86,256円

第 ７ 段 階 本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120
万円以上190万円未満 1.3 93,444円

第 ８ 段 階 本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が190
万円以上290万円未満 1.5 107,820円

第 ９ 段 階 本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が290
万円以上500万円未満 1.7 122,196円

第10段階 本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が500
万円以上 1.9 136,572円

※実際に納める年間保険料額は、100円未満を切り捨てた金額になります。
●問い合わせ　健康増進課介護保険係（湯布院庁舎）
　　　　　　　☎0977-84-3111（内線352、353、354）

市政ニュース
　

子
育
て
世
帯
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、
平
成

27
年
５
月
31
日
基
準
日
に
お
い
て
、
由
布
市
に
住
民

票
を
有
す
る
中
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
（
支
給
対
象

児
童
）
を
扶
養
す
る
保
護
者
に
子
育
て
応
援
券
（
由

布
市
商
工
会
商
品
券
）
３
，０
０
０
円
分
を
交
付
し
ま

す
。

　

な
お
、
６
月
１
日
以
降
に
由
布
市
で
出
生
届
を
提

出
し
た
児
童
に
対
し
て
は
、
由
布
市
制
10
周
年
記
念

出
生
祝
金
を
含
め
て
、
６
，０
０
０
円
分
の
応
援
券
を

交
付
し
ま
す
。

●
交
付
方
法

　

５
月
31
日
基
準
日
の
対
象
者
は
、
住
民
票
確
認
等

の
交
付
事
務
が
整
い
次
第
、
簡
易
書
留
郵
便
に
て
戸

別
に
郵
送
し
ま
す
（
６
月
下
旬
以
降
を
予
定
）
。

　

６
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
出
生

者
に
つ
い
て
は
、
住
民
確
認
が
取
れ
た
段
階
で
郵
送

ま
た
は
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

※
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
個
別
の
申
請
等
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
住
民
確

認
を
も
っ
て
交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

子
育
て
世
帯
を

応
援
し
ま
す
！

平
成
27
年
度 

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

6
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す 

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
児
童
手
当
法
第

26
条
に
よ
り
現
況
届
の
提
出
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、
6
月

分
以
降
も
引
き
続
き
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
6
月
1
日
現
在
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。
現
況

届
を
提
出
し
な
い
と
、
6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
は
5
月
末
に
受
給
者
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
27
年
5
月
以
降
に
初
め
て
由
布
市

で
認
定
請
求
し
た
方
（
5
月
以
降
に
第
一
子
が
生
ま
れ

た
方
、
由
布
市
へ
転
入
し
た
方
等
）
は
、
今
年
度
は
届

け
出
を
省
略
で
き
る
た
め
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
定
例
月
に
支
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
2
年
間
提
出
が
な

い
場
合
は
、
児
童
手
当
の
受
給
権
が
消
滅
し
ま
す
。

※
昨
年
度
の
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
2
年

分
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
6
月
以

降
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
提
出
方
法

　

お
送
り
し
て
い
る
現
況
届
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の

庁
舎
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
の
際
は
、
同

封
の
「
平
成
27
年
度
児
童
手
当
等
現
況
届
の
提
出
に
つ

い
て
」
を
確
認
し
、
必
要
書
類
を
忘
れ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

現
況
届
に
は
、
受
給
状
況
を
印
字
し
て
い
ま
す
が
、

内
容
に
変
更
等
が
あ
る
方
は
、
必
ず
訂
正
を
し
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
を
な
く
さ
れ
た
方
、
必
要
書
類
が
不
明
な
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
も
忘
れ
ず

に
！ 

　

本
年
度
の
現
況
届
に
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
申
請
書
等
も
同
封
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
制

度
と
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
同
封
の
お
知
ら
せ

手
紙
を
確
認
の
上
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
由
布
市
で
は
6
月
1
日
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
て

い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
０
３
）
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市政ニュース
　
長
雨
や
大
雨
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
次
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
た
ら
、
土
砂

災
害
の
前
兆
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
十
分
に
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
土
砂
災
害
の
多
く
は
、
雨
が
原
因
と

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
雨
の

量
が
１
時
間
に
20
㎜
以
上
、
ま
た
は
降
り

始
め
か
ら
１
０
０
㎜
以
上
の
雨
が
続
い
た

ら
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
雨
が
上

が
っ
た
後
で
も
災
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
正
し
い
情
報
を
集
め
て
、
明
る
い
う

ち
に
避
難
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
土
砂
災
害
の
種
類
と
前
兆

　
が
け
崩
れ

長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
斜
面
が

突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。

　
土
石
流

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
、

山
や
川
の
石
や
土
砂
が
時
速
20
～
50

㎞
と
い
う
速
さ
で
い
っ
き
に
下
流
へ

押
し
流
さ
れ
る
現
象
で
す
。

　
地
す
べ
り

土
地
の
一
部
が
地
下
水
な
ど
に
起
因

し
て
す
べ
る
現
象
、
ま
た
は
こ
れ
に

伴
っ
て
移
動
す
る
現
象
で
す
。

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は

  

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、

集
落
等
を
単
位
に
、
農
用
地
を
維
持
・
管
理
し
て
い
く

た
め
の
取
り
決
め
（
協
定
）
を
締
結
し
、
そ
れ
に
従
っ

て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
場
合
に
、
面
積
に
応
じ
て

一
定
額
を
交
付
す
る
仕
組
み
で
す
。

①
対
象
地
域

・
地
域
振
興
立
法
（
8
法
）
で
指
定
さ
れ
た
地
域
に

お
い
て
、
傾
斜
が
あ
る
等
の
基
準
を
満
た
す
農
用

地
・
そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
特
に
定
め
た
基
準
を
満

た
す
地
域

②
対
象
農
用
地
お
よ
び
単
価

図
１
を
参
照

●
活
動
内
容
お
よ
び
交
付
単
価

①
農
業
生
産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め
の
活
動

基
礎
単
価　

田
：（
２
１
，０
０
０
円
×
０
．８=

１
６
，８
０
０
円
）

・
農
業
生
産
活
動
等

例
：
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
活
動
、
水
路
・
農
道

等
の
管
理
活
動
（
泥
上
げ
、
草
刈
り
等
）
等

・
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

例
：
周
辺
林
地
の
管
理
、
景
観
作
物
の
作
付
け
、

体
験
農
園
、
魚
類
等
の
保
護
等

②
体
制
整
備
の
た
め
の
前
向
き
な
活
動

体
制
整
備
単
価
（
２
１
，０
０
０
円
）
次
の
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
の
い
ず
れ
か
１
つ
選
択

Ａ
要
件　
農
業
生
産
性
の
向
上
（
次
の
項
目
か
ら
、

2
つ
以
上
選
択
し
て
実
施
）
。

①
機
械
・
農
作
業
の
共
同
化　

②
高
付
加
価
値

型
農
業　

③
生
産
条
件
の
改
良　

④
担
い
手
へ

の
農
地
集
積　
⑤
担
い
手
へ
の
農
作
業
の
委
託

Ｂ
要
件　
女
性
・
若
者
等
の
参
画
を
得
た
取
組
協

定
参
加
者
に
、
女
性
、
若
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
１
人

以
上
新
た
に
加
え
、
次
の
項
目
か
ら
１
つ
以
上
選

択
し
て
実
施
。

○
新
規
就
農
者
に
よ
る
営
農　

○
農
産
物
の
加

工
・
販
売　
○
消
費
・
出
資
の
呼
び
込
み

Ｃ
要
件　
集
団
的
か
つ
持
続
可
能
な
体
制
整
備

協
定
参
加
者
が
活
動
等
の
継
続
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
備
え
、
活
動
を
継
続
で
き
る
体
制
を

構
築
。

●
加
算
措
置
（
上
記
活
動
内
容
＋
加
算
）

①
集
落
連
携
・
機
能
維
持
加
算

【
集
落
協
定
の
広
域
化
支
援
】

　
３
，０
０
０
円
／
10
ａ

 

（
上
限
２
，０
０
０
，０
０
０
円
） 

複
数
集
落(

２
集
落
以
上)

が
連
携
し
て
広
域
の
協
定

を
締
結
し
、
新
た
な
人
材
を
確
保
し
て
、
農
業
生

産
活
動
等
を
維
持
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
行

う
場
合
、
協
定
農
用
地
全
体
に
加
算
し
ま
す
。

【
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
】

　
４
，５
０
０
円
／
10
ａ

本
制
度
の
実
施
集
落
が
、
小
規
模
・
高
齢
化
集
落

の
農
用
地
を
取
り
込
ん
で
農
業
生
産
活
動
を
行
う

場
合
、
新
た
に
取
り
込
ん
だ
農
用
地
面
積
に
加
算

し
ま
す
。

②
超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算

　
６
，０
０
０
円
／
10
ａ

超
急
傾
斜
地
（
田
：
１
／
10
以
上
）
の
保
全
や
有

効
活
用
に
取
り
組
む
場
合
、
該
当
の
農
用
地
面
積

に
加
算
し
ま
す
。

※
活
動
内
容
お
よ
び
加
算
措
置
等
に
つ
い
て
は
詳
細

な
条
件
が
あ
る
た
め
、
ご
質
問
、
ご
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
１
１
１

　
庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課

　
☎
０
９
７

−

５
８
２

−

１
１
１
１

　
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課

　
☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１

土
砂
災
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度（
第
４
期
対
策
）が
始
ま
り
ま
す

　このような前兆現象を発見した場合には、決して近寄らずに安全な場所へ避難し、防災安全課ま
たは最寄りの地域振興課へご連絡ください。
●連絡先　防災安全課（庄内庁舎）　☎097－582－1111
　　　　　庄内振興局地域振興課　　　　　同　　上 
　　　　　挾間振興局地域振興課　　☎097－583－1111
　　　　　湯布院振興局地域振興課　☎0977－84－3111

県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

　
県
で
は
「
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
気
象
警
報
や
津
波
警
報
・
注
意
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
な
ど
の
防
災
情
報
等
が
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
電
子
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

配
信
さ
れ
る
情
報

・
大
雨
や
暴
風
等
の
警
報
・
特
別
警
報

・
大
分
県
内
で
震
度
３
以
上
の
地
震
情
報

・
津
波
注
意
報
、
津
波
警
報
、
大
津
波
警

報
等
の
津
波
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
火
山
情
報
、
洪

水
予
報
、
竜
巻
注
意
情
報

・
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
等
の
避
難
情

報
、
河
川
水
位
情
報

・
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
情
報
、
食
中
毒
注
意
報

メ
ー
ル
の
登
録
方
法

　
携
帯
電
話
か
らe@

bousai-oita.jp

ま
で
空
メ
ー
ル
を
送
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
ま
で
は
、
次
の
サ
イ
ト
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

http://w
w

w
.bousai-oita.jp/

●
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
生
活
環
境
部
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

−
５
０
６

−

３
１
５
５

▲QRコード

○○市に大雨・洪水
警報が発表されました。

ピッピッ！

〈図１〉対象農用地および単価表
地　目 区　　分 交付単価

田
急傾斜（1/20以上） 21,000円/10a

緩傾斜（1/100以上） 8,000円/10a

畑
急傾斜（15度以上） 11,500円/10a

緩傾斜（8度以上） 3,500円/10a

草地
急傾斜（15度以上） 10,500円/10a

緩傾斜（8度以上） 3,000円/10a

採草
放牧地

急傾斜（15度以上） 1,000円/10a

緩傾斜（8度以上） 300円/10a
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～黒岳山開き～
　４月29日、「第36回黒岳山開き」が庄内町阿
蘇野地区の男池駐車場で行われました。安全祈願
祭では、１年間の登山の安全を願って多くの関係
者と登山客が参加。庄内町観光協会の江藤清志会
長は「黒岳の自然を堪能しながら安全に山を登っ
てください」とあいさつしま
した。餅まきや阿蘇野高津
原婦人部の手作り豚汁の
配布が行われた後、登
山客らは男池から黒岳
山麓（かくし水）を目
指すトレッキングや黒
岳への登山を楽しみまし
た。

～由布岳山開き～
　５月 10 日、「第 36 回由布岳山開き祭」が正面
登山道入口で行われました。首藤市長と別府市の
中尾薫副市長が「すばらしい初夏の青葉を感じる。
よい登山にしてください」とあいさつ。当日は約
4,500 人の参加者の中から、最年長の豊田俊子さ
ん（96 歳＝別府市）と最年少の小俣実央ちゃん（３
歳＝挾間町挾間）が関係者とともにテープカット
に参加しました。陸上自衛隊西部方面特科隊から
は無料豚汁を配布。晴天のもと、登山客らは気持

ちの良い汗を
光らせ山頂を
目指しました。

瑞宝単光章　防衛功労
小田原博信さん（61）
＝湯布院町・川上＝

　小田原博信さんは、昭和
49年から平成20年までの
34年間自衛隊員として主に
車輌の整備・管理業務に携
わりました。さまざまな現
場で故障した車両等の整備をするなど、部隊の支
えとして活躍。「今まで自衛隊生活でお世話に
なった方たち、そして家族に感謝し恩返しをして
いきたい」と話してくれました。現在は市の臨時
職員として働き、自治区長代理なども務め地域貢
献に尽力しています。本当に、受章おめでとうご
ざいます。

　５月17日、「第136回湯平温泉祭り」が湯
布院町湯平で開催されました。当日は、陸上
自衛隊西部方面特科隊音楽部のパレードに始
まり、稚児行列や湯平小学校鼓笛隊が石畳を
ねり歩きました。献湯祭では、温泉のめぐみ
に感謝をささげ湯平温泉の発展を祈願。また、
舞台行事では今年復活した名物の駕籠かき
レースなど多くのイベントが行われ、観客の
歓声や笑い声で会場はにぎわいました。16日

の前夜祭で
は、ゆふい
ん源流太鼓
の演奏など
も披露され
ました。

　５月29日、災害に備えて市内の防災パト
ロールが実施され、関係者ら約50人が集ま
り、挾間・庄内・湯布院地域で災害の恐れが
ある７ヵ所の視察を行いました。視察終了後
は、湯布院コミュニティセンターで検討会が
行われ、担当者が各地域ごとに危険箇所の説
明を行い、それぞれ危険度を分類しました。
首藤市長は「危険箇所は多いが、地域住民の
命を守るため、関係機関と協力しながら対応
していきたい」と話しました。

　５月16日、庄内総合運動公園神楽殿で「庄
内神楽定期公演」が始まりました。初回は小
野屋神楽座と櫟木神楽座が出演し、演目「二

ふた

草
くさ

」をはじめとする“伝統の舞”で集まった観客
を魅了しました。庄内町神楽座長会の森山俊
司会長は「それぞれの神楽座の持ち味を生か
した舞を楽しんでください」とあいさつ。庄
内神楽定期公演の日程は次のとおりです。

日時 時間 名称 場所 出演座 備考
　６月２０日（土）

午後６時～午後９時 庄内神楽
定期公演

庄内町神楽殿
（雨天時　庄内公民館）

平石、雲取

入場料３００円
高校生以下無料

　７月１８日（土） 庄内原、阿蘇野
　８月　８日（土） 有志会
　９月１９日（土） 子供、中臣
１０月１７日（土） 大龍、竹の中

１１月　３日（祝） 午前８時～午後５時 庄内神楽祭り 庄内町神楽殿
（雨天時　屋内競技場）

庄内神楽座他
由布市内神楽団体

入場料５００円
中学生以下無料

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

春
の
叙
勲
・
褒
章

〜
長
年
の
功
績
を
た
た
え
て
〜

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

叙防
勲災

藍綬褒章　消防功績
坂本成一さん（59）
＝庄内町・北大津留＝

　昭和50年に消防団第２分
団第４部に入団し、40年間
現場の最前線で活躍してい
る坂本さん。「本当に夢の
ようでとてもうれしい、妻
の支えがあってこそ」と受章の感想を話してくれ
ました。火災だけでなく行方不明者の捜索や災害
など多くの経験を通して学ぶことが多かったとい
います。現在も由布市消防団副団長（庄内方面隊
隊長）として、現場での総指揮、後輩の育成や指
導に尽力する一方、大好きな農業に力を入れてい
るそうです。受章おめでとうございます。

湯
平
温
泉
ま
つ
り

シ
ー
ズ
ン
到
来

伝
統
の
舞
を
堪
能

〜
庄
内
神
楽
定
期
公
演
開
幕
〜

り山

楽

祭登

神

▲今年で最後となる湯平小学校鼓笛隊の演奏

▲検討会の様子

見ごろを迎えたシャクナゲ▶
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開催場所と日にち
（時間）午前１０時～正午

湯布院公民館　２３日（火）
庄内公民館　　２９日（月）
挾間公民館　７月３日（金）

湯布院公民館　　７日（火）
庄内公民館　　　６日（月）
挾間公民館　　１７日（金）

湯布院公民館　　８日（火）
庄内公民館　　　７日（月）
挾間公民館　　１８日（金）

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　５月31日、「第６回YufuinRide2015 サ
イクリング大会」が由布院駅をスタート地点
に開催されました。市内外から228人のサイ
クリング愛好家が参加。由布市を含めいくつ
かの市を経由する約70㎞のロングコースと、
玖珠町を経由する約20㎞のショートコース
が用意され、参加者たちは自然を堪能しなが
ら気持ちの良いサイクリングを楽しみました。

　４月26日、国道210号線沿いにある挾間
町鬼瀬の「由布いきいき市」が設立１周年を
迎えました。これは由布いきいきネットの活
動の一環で「できる人が、できる時間で、で
きることを協働で取り組む」という目標のも
と、国道沿いを有効活用し地域活性化を目指
す取り組みです。毎週土曜、日曜の午前９時
から正午まで野菜を中心に販売していますの
で、興味のある方はぜひ足を運んでみてくだ
さい。

由
布
の
風
を
感
じ
て

地
域
で
助
け
合
い

大

活

会

動

地
域
の
活
性
化
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

交
通
安
全
を
願
っ
て

寄寄
付贈

　５月20日、地域貢献連携協定に基づき、
イオン九州から由布市へ電子マネー「ゆふい
ん湯歩ＷＡＯＮ(ゆぽわおん)」の利用額の一
部が寄付されました。九州では由布市が１番
に協定を結んでおり、首藤市長は「大変あり
がたい。大
いに活用さ
せていただ
きます」と
感謝の意を
述べました。

　５月25日、ボランティア団体「挾間町豊
の船の会」から「挾間町女性ドライバー協議
会」へ交通安全を呼びかける標語付きスト
ラップの寄贈が挾間庁舎で行われました。豊
の船の会の安部ふゆ子会長は「交通ルールを
守った安全運転を心掛けてほしい」とあいさ
つ。女性ドライバー協議会の工藤勢津子会長
は、寄贈を受け「日ごろから交通事故防止に
ご協力いただいている豊の船の会の皆さんに
感謝しま
す」と話
してくれ
ました。

華
麗
に
吟
じ
優
勝
つ
か
む

生
産
技
術
向
上
を
目
指
し
て

大

品

会

評

　５月10日、福岡県のアザレアホール須恵
で「平成27年度九州地区吟詠大会（日本詩
吟学院主催）」が開催されました。この大会
は漢詩の部、和歌の部、合吟の部に分かれ
詩吟の技術を競うもので、大分からは県内の
詩吟愛好家で結成される「岳星会」が参加。
10人で競う合吟の部では、岳星会代表に由
布市の佐藤博文さん（湯布院町川南）、河野
末人さん（湯布院町川上）も選ばれ、息の
合った華
麗な詩吟
を披露し
見事優勝
をかざり
ました。

　５月10日、「平成27年度日本赤十字社大分
県支部表彰伝達式」が由布岳正面登山道入口
で行われました。この表彰は、５年から20
年以上の継続した奉仕活動と他の模範となる
奉仕団、団員に贈られるもので、日本赤十字
社大分県支部由布市地区長を務める首藤市長
から表彰の伝達が行われました。受章した湯
布院無線赤十字奉仕団の幸野光義団長は「今
後もボランティア活動を通じて人々の陰の力
となって奉仕したい」と話してくれました。

受章者紹介　※敬称略
団体【金色有功章】湯布院無線赤十字奉仕団
個人【金色有功章】幸野光義、秋吉明久、秋吉美香、
　　　　　　　　　門脇英二、惟住久義、
　　　　　　　　　岩男裕二郎、太田英一
　　【銀色有功章】大野徹之、大野朝子
　　【支部長感謝状（10年）】日野修一郎、加藤克人
　　【支部長感謝状（５年）】幸野美智子、立川肇

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

表
彰
伝
達
式
を
開
催

賞
受　４月27日、「第９回由布市乾椎茸品評会」

が庄内庁舎で開催されました。由布市椎茸
生産者協議会（佐藤文夫会長）主催のもと、
「どんこ」「こうこ」「こうしん」の３部門に
50点の出品がありました。

各部門の入賞者は次のとおり（敬称略）
【どんこの部】＜最優秀賞＞古庄一成（庄内町）、
   ＜優等賞＞後藤文生（庄内町）古庄一成（庄内町）
【こうこの部】 ＜優等賞＞後藤文生（庄内町）
【こうしんの部】 ＜優等賞＞後藤文生（庄内町）

きらり輝く☆すこやかライフ

くるくるリサイクル in湯布院

2015年度、家庭教育講座のお知らせです。
講座中は託児保育もしていますので、安心して受講することができますよ♪

●開催日　６月29日㈪～７月３日㈮
●時間　午前10時～午後５時（最終日は午後３時まで）
●場所　コミュニティセンター２階（湯布院庁舎向かいの建物）
●内容　子ども服（夏物中心、120㎝以上もあります）
　　　　子ども用品、おもちゃ等
●協力のお願い
　健康増進課窓口でご不要になった子ども用品の回収を随時行っています。

洗濯できる物はきれいにして持って来てください。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎） ☎0977–84–3111（内線364）

●申込方法　　電話（土日・祝日を除く　受付時間　午前８時30分～午後５時）
　受講を希望する公民館に電話し、受講者名、住所、連絡先電話番号、託児希望の有無をお伝えください。
　　　　（はさま未来館）　☎０９７－５８３－１１１８
　　　　（庄内公民館）　　☎０９７－５８２－０２１４
　　　　（湯布院公民館）　☎０９７７－８４－２６０４
●問い合わせ　中央公民館　☎０９７７－８４－３１１１（内線563）　

●受講料
　無料ですが、内容によっては材料費が
かかる場合があります。
●受講対象
　どなたでも受講することができます。
●受講定員
　定員は設けていませんが、託児希望数
が20人に達した場合には、受講をお断
りする場合がありますので、ご了承くだ
さい。
●募集締切日　６月19日㈮

開催月とテーマ

６月

親子で一緒にリズム遊び☆

７月

みんなで楽しくクッキング♪

９月

ＥＣＯ　ＬＩＦＥ♪（予定）

由布市
家庭教育

講座

「ゆふいん湯歩ＷＡＯＮ」とは、ご利用金額の一部が「由布
市みらいふるさと基金」に寄付され、由布市の自然環境保全
活動に役立てられます。

　お子さんの成長過
程で不要になったも
のを必要な方へと提
供する『くるくるリ
サイクル』を開催し
ます。皆さんのお越
しをお待ちしていま
す。

▲優勝した「岳星会」のメンバーの皆さん
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健康ナビ

●日時　６月26日㈮・７月24日㈮
　午前10時～正午 （要予約）
●相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部
　☎097–582–0660

　湯布院ロータリークラブのご協力により、
献血（400ml献血）が行われます。
　献血へのご協力をよろしくお願いします。

●日時　６月26日㈮
　①午前10時～午後１時　
　②午後２時30分～午後４時30分
●場所　①市役所湯布院庁舎　
　　　　②日野病院
●問い合わせ
　大分県赤十字血液センター
　☎ 097–547–1154

●開催日時　７月５日㈰ 午前９時～
●集合場所　湯布院庁舎駐車場

●持参物　会費300円、帽子、水筒、雨具、タオル
●問い合わせ　由布高原ウォーキング協会事務局（高田）☎0977–85–3067

●日時　７月10日㈮ ※要予約
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ
　庄内保健センター（庄内庁舎内）
　☎ 097–582–1111（内線 501）

心の相談献血のお知らせ

「ウォーキング教室＆大分川源流ウォーク」

休日当番医 健康カレンダー

■ 内科・外科医

６/14 ひろたクリニック（挾）
☎097-583-5777

６/21 足立クリニック（湯）
☎0977-28-2226

６/28 さとう消化器・大腸肛門クリニック（挾）
☎097-583-8050

７/ 5 岩男病院（湯）
☎0977-84-3101

７/12 ごとう医院（挾）
☎097-540-7800

７/19 庄内診療所（庄）
☎097-582-3600

７/20 日野病院（湯）
☎0977-84-2181

■ 歯科医

６/14 木本歯科クリニック（挾）
☎097-583-3385

７/12 ヒロ歯科クリニック（庄）
☎097-582-2222

■ 挾間

６/24㈬ １０～１１ヵ月児健診
（13：15 ～ 14：00 受付 挾間健康センター）

７/15㈬ １歳６ヵ月児健診
（13：15 ～ 14：00 受付 挾間健康センター）

ちびっこ広場
（９：30～11：30 挾間健康センター）

６月12日・19日・26日、７月３日・10日・17日

七夕祭りのお知らせ
　ちびっこ広場で七夕祭りを開催します。笹飾りの
制作や絵本の読み聞かせなど楽しい内容を企画して
いますので、ぜひご参加ください。
●日時　７月３日㈮午前10時20分～
　　　  （ちびっこ広場は午前９時30分～）

■ 庄内

７/22㈬ １０～１１ヵ月児健診
（13：15 ～13：45 受付 庄内保健センター）

６月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

７月の休館日
６日㈪･13日㈪･20日㈷･27日㈪･28日㈫

『波乗り介助犬リコシェ』
ジュディ・フリドーノ、ケイ・プファルツ　著

一般　936／フ

『あーす・じぷしー』
Ｎａｈｏ、Ｍａｈｏ　著

郷土　H916／ナ

『全国ＳＡ・ＰＡ道の駅ガイド』
昭文社　発行

くらし　291.0／ゼ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 210.5 ワ 真田幸村と真田丸

挾　
間

郷土 H740 イ 九州の原風景　－岩崎秀夫写真集－
一般 373.4 ク 奨学金借りる？借りない？見極めガイド 健康 S493.1 ス すぐ役に立つ脳と心の介護予防フィットネス
一般 726.1 コ 親が倒れた！　－桜井さんちの場合－ 健康 S497.2 ズ 図解むし歯・歯周病の最新知識と予防法
一般 913.6 ミ 過ぎ去りし王国の城 くらし 596.6 ク いきなりプロ級！はじめてのケーク
一般 933.7 カ ミスター・ホームズ名探偵最後の事件 くらし 645.6 ホ「吠えグセ」について、犬のコタロウさんにきいてみました。
文庫本 B913.6 イ 赤まんま（髪ゆい猫字屋繁盛記　５） 絵本 E ア アブナイおふろやさん
趣味娯楽 P778.2 タ 高峰秀子の引き出し 絵本 E シ しろがくろのパンダです。
湾曲 159 マ 修造ドリル　－解くだけで人生が変わる！－ 児童 933 ジ ぼろイスのボス
ヤング Y360 コ よのなかを変える技術（14歳の世渡り術） しらべ学 754 イ 本物そっくり！昆虫の立体切り紙

庄
内

一般 169.1 マ 止まった時計　－麻原彰晃の三女・アーチャリーの手記－ 湯
布
院

一般 748 ウ うちの子が泣いてるワケ
一般 319.1 サ 国家の攻防／興亡 一般 916 オ 生きてるだけで１００点満点！
一般 913.6 ハ 閉店屋五郎 文庫本 B913.6 ア 青きドナウの吸血鬼

熊谷 裕子

山本 孝
平田 景

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ
今森 光彦

グレッグ・ペンブローク
奥山 佳恵
赤川 次郎

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2015.6—

　美味しいご飯や
温泉、宿泊できる
施設も掲載されて
います。車旅行の
際は活躍すること
間違いなしの一冊
です。

　事故で障がいを
負った男の子やＰＴ
ＳＤの帰還兵に寄り
添い、ともに波に乗
るサーフィン犬、リ
コシェの感動の実話
です。

 「 ワ ク ワ ク だ け
で生きられるか」
をテーマに世界中
を旅する双子の姉
妹（大分市出身）。
そんな彼女たちの
旅の記録です。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

渡邊 大門

宮部 みゆき

今井 絵美子
斎藤 明美
松岡 修造

佐藤 優
原 宏一

本
の
水
濡
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
濡
れ
た
本
は
乾
い
て
も
元
の
状
態
に

は
戻
り
ま
せ
ん
。
雨
の
日
は
袋
に
入
れ

る
な
ど
、
本
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
濡
れ
た
本
は
弁
償
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夏
休
み
限
定
！

図
書
館
司
書
体
験
者
を
募
集
し
ま
す

●
場
所　
由
布
市
立
図
書
館

　
　
　
　
庄
内
図
書
館

　
　
　
　
湯
布
院
図
書
館

●
対
象　

小
学
５・
６
年
生
（
由
布
市

内
優
先
、
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
人
数　
由
布
市
立
図
書
館
・
湯
布
院

図
書
館　
毎
週
４
人

　
庄
内
図
書
館　
隔
週
３
人

●
日
時

　
由
布
市
立
図
書
館
・
湯
布
院
図
書
館

（
８
月
の
毎
週
木
曜
日　

午
後
２
時

～
午
後
４
時
）

　
庄
内
図
書
館
（
８
月
の
第
１
・
第
３

木
曜
日　
午
後
２
時
～
午
後
４
時
）

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
学
５・
６

年
生
を
対
象
に
、
図
書
館
司
書
の
仕
事

を
体
験
し
て
も
ら
う
企
画
を
行
い
ま
す
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
・
返
却
作
業
、

返
却
さ
れ
た
本
の
配
架
作
業
、
お
す
す

め
本
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
内
容
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
市
内
各
図
書
館
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
す
る
図
書
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、
参

加
す
る
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
6
月
17
日
㈬
・
７
月
15
日
㈬

●
庄
内
図
書
館

　
6
月
21
日
㈰
・
７
月
19
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館

　
〈
毎
月
第
１
木
曜
日
〉

　
７
月
２
日
㈭

６
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
北
欧
の
世
界
へ
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
舞
台
は
外
国
」

　
児
童
「
お
父
さ
ん
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般･

児
童

　
「
私
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法｣

　
特
別
展
示

　
「
モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
」

由
布
市
立
図
書
館 

６
月
企
画
展
示

「
偲
ぶ
」

　
こ
の
数
年
で
亡
く
な
ら
れ
た
著

名
人
の
著
作
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
新
作
が
読
め
な
い
こ
と
は
寂

し
い
で
す
が
、
生
前
の
作
品
を
改

め
て
読
み
返
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。※

６
月
28
日
㈰
ま
で
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　５月３１日、ＦＣマルヤス岡崎戦がホームで行われま
した。晴天のもと、この日の気温は３０度を超え選手た
ちの体力を奪います。前半は互いに緊迫した攻防が繰り広げられ、０－０で前半を終了。後半に入り、さらにゴールを
脅かすヴェルスパ。しかし、マルヤス岡崎の堅い守備を崩せず０－０のまま試合終了。終始ゴールのチャンスを作ったヴェ
ルスパですが、勝ち点３を逃す悔しい結果でした。頑張れ！ヴェルスパ！

第９回 豊饒の海
大分県小学生バドミントン大会
　５月２日から３日にかけ、佐伯
市総合体育館で「第９回豊饒の海
大分県小学生バドミントン大会」
が行われ、由布川小学校６年生の
大神歩さん（由布川ジュニアバド
ミントンクラブ）が６年生女子シ
ングルスへ出場し、第３位に入賞
しました。

入賞した大神歩さん▶

第27回
大分県なぎなたジュニア選手権大会
　５月９日、福徳学院高校で「第27回大分県なぎなた
ジュニア選手権大会」が開催されました。由布市なぎな
たクラブが出場し、団体戦で見事初優勝をしました。ま
た、その他の種目においても好成績を収めました。
●試合競技　団体戦
　優勝　由布市クラブＡ（先鋒  庄野 紗菜　中堅  小野 陽　大将  中村 季成）
●基本技
　小学低学年　１位　工藤 栞　　２位　衛藤 勇
　小学高学年　２位　三重野 愛梨
●演技競技
　小学低学年　１位　三重野 結七・工藤 栞　２位　衛藤 明・衛藤 勇
　小学高学年　２位　小野 環・若杉 春佳
●試合競技　個人戦
　小学低学年　１位　工藤 栞　　２位　衛藤 勇
　小学高学年　１位　庄野 紗菜　２位　衛藤 真歩

平成27年度
湯布院町春季少年少女球技大会
　４月29日、湯布院総合運動場・湯布院中学
校グラウンドで、湯布院町体育協会主催による
小学生男子の野球大会と小学生女子のソフト
ボール大会が開催されました。男子５チーム・
女子６チームが参加し、珍プレー、好プレーの
熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。
●男子軟式野球
　優勝　川南　　　　　　準優勝　川西・湯平
●女子ソフトボール
　Ａパート優勝　温湯　　Ｂパート優勝　川西

挾間B&G海洋センターの開所について
　屋根工事の影響で臨時休所としていました挾
間B&G海洋センターは、６月16日から再開予
定です。
湯布院B&G海洋センターの一般開放について
　湯布院B&G海洋センターは、７月11日から
８月30日まで一般開放を行います。遊泳時間
は、午前10時から午後４時まで。ぜひ、ご活
用ください。
●問い合わせ　スポーツ振興課
 （湯布院B&G海洋センター内）
　☎0977–84–3111

▲男子優勝：川南

▲女子Ａパート優勝：温湯

▲女子Ｂパート優勝：川西

チャンス生かせず、悔しい結果

今後の試合日程
▶６月21日㈰ ソニー仙台

ユアスタ 13：00 キックオフ

▶７月 5日㈰ SP京都FC
西京極 18：30 キックオフ

▶７月12日㈰ Honda FC
 日田 13：00 キックオフ

▶７月19日㈰ アスルクラロ沼津
愛鷹 14：30 キックオフ

県内一周駅伝大会（連載第２回）
〜雨にも負けず！！〜
　６月に入り雨の天気が増えますが、県内一周駅伝大会
に向けた練習会は継続します。練習会にはどなたでも参
加できます。お気軽にご参加ください。

●練習会の内容
　第２回練習会（４月25日）は、10,000ｍのペース走を
行いました。　
　
●練習会のお知らせ
　日時　４月～12月
　　　　第２・４土曜日　午前10時～
　場所　挾間多目的公園　ほか
　　　 （挾間町同尻自治区内）

●問い合わせ
　由布市体育協会事務局（スポーツ振興課内）
　☎0977－84－3111（内線552） 

頑張れ
！

ヴェル
スパ大

分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

第10回 由布市民体育大会が
開催されます
　庄内町を主会場に、７月５日を主日程とし
て「第10回由布市民体育大会」が開催されま
す。この大会は「第68回大分県民体育大会」
の由布市予選を兼ねています。

●開会式
　日時　７月５日㈰ 午前９時～
　場所　庄内総合運動公園　多目的広場

●実施競技
　水泳、陸上、テニス、バスケットボール、
卓球、軟式野球、相撲、バドミントン、ソフ
トテニス、柔道、剣道、サッカー、ソフト
ボール、バレーボール、ゲートボール、ゴル
フ、山岳、グラウンド・ゴルフ、弓道、アー
チェリー
　※一部、オープン競技あり。

●問い合わせ
　由布市体育協会事務局
 （スポーツ振興課内）
　☎0977－84－3111
 （内線552）

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

　県内一周駅伝大会は、５日間の所要時間を合計し
て総合順位が決定します。１日１区間はシニア区間
が設定されています。シニアとは、基準日までに
４０歳以上になった競技者をいいます。

もっと知ろう！県内一周駅伝大会

▲昨年の開会式の様子

▲個別の早朝自主練習風景

白熱の土俵際
　５月16日、「第
28回子ども相撲大
会」が湯布院町子
ども会育成協議会
主催で開催されま
した。今年は９育
成会から14チーム、
121人が参加。迫
熱した相撲をとる
子どもたちの姿に会場は大いに盛り上がりました。
●団体戦　優勝　石光Aチーム
●個人戦　優勝
　２年生の部　西 健瑠さん(石光)　　３年生の部　梶原 拓海さん(石光)
　４年生の部　西 未智瑠さん(石光)　５年生の部　鶴岡 悠河さん(塚原)
　６年生の部　仲間 風彰さん(並若佐)

▲団体戦で優勝した石光Aチーム
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く ら し インフォメーション

相
談

無
料
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
開
設

●
日
時　
７
月
16
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

差
別
、
暴
行
、
セ
ク
ハ
ラ
、

い
じ
め
、
名
誉
毀
損
を
受
け
た
な
ど

の
人
権
問
題

問
大
分
地
方
法
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
３
６
８

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

相
談
強
化
週
間

●
日
時　
６
月
22
日
㈪
～
６
月
28
日
㈰

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
土
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
内
容　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
体

罰
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

「
視
覚
障
が
い
教
育
相
談
（
巡
回

相
談
）」
の
お
知
ら
せ

　
大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
関

わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　
８
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●
会
場　
大
分
県
立
盲
学
校

●
対
象　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児

童
生
徒
成
人
、
そ
の
保
護
者
お
よ
び

関
係
者
（
保
育
士
・
教
員
な
ど
）

第
５
回
八
方
塾
開
催
に
つ
い
て

（
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
市
民
公
開
講
座
）

●
日
時　
６
月
23
日
㈫

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時

●
場
所　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
玄
関
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　
「
知
っ
て
得
す
る
～
正
し

い
薬
の
使
い
方
～
」

問
大
分
大
学
医
学
・
病
院
事
務
部

　
医
事
課
患
者
サ
ー
ビ
ス
係

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
４
３
０

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
湯
布
院
病
院

第
４
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　
７
月
16
日
㈭

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付　
午
後
２
時
30
分
か
ら
）

●
会
場　
湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
湯
布
院
健
康
温
泉
館
横
）

●
参
加
料　
無
料

問
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
湯
布
院
病
院
地
域
連
携
室

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
２
７
７

平
成
27
年
度

消
防
設
備
士
試
験

●
日
時　
８
月
30
日
㈰ 

午
前
10
時
～

●
場
所　
大
分
大
学（
大
分
市
旦
野
原
）

●
願
書
の
配
布
場
所

・
大
分
県
消
防
保
安
室

・
県
内
各
消
防
（
局
）
本
部

・（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

合
い
を
し
ま
す
。

●
参
加
料　
無
料

　
（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
）

●
申
込
期
限　
８
月
26
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
４
１

－

６
２
９
０

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

電
話
相
談
、
面
接
相
談
受
け
付
け
ま
す

　
被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物

損
事
故
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
５
時
15
分
（
面
接
時

間
は
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
午
後
４
時
）

●
場
所　
大
分
県
庁
別
館
５
階

問
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画

課　
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
１
６
６

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
日
時　
７
月
15
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
毎
月
第
３
水
曜
日

●
場
所　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分

市
城
崎
町
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ

ル
３
階
）

●
内
容　
遺
言
、
遺
産
相
続
、
不
動
産

関
連
、
内
容
証
明
、
法
人
設
立
、
そ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
５

～
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
～

●
日
時　
７
月
４
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

●
場
所　
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

●
内
容　
体
験
学
習
、
模
擬
実
験
、
学

校
説
明
会
、
学
生
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

な
ど

●
料
金
等　
入
場
無
料
、
予
約
不
要

問
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
総
務
課

　
企
画
室

　
☎
０
９
７

－

５
５
２

－

６
４
５
０

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

～
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
～

●
日
時　
７
月
18
日
㈯

●
受
付　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

●
終
了
予
定　
午
後
４
時

●
場
所　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

●
内
容　
機
械
シ
ス
テ
ム
、
電
気
・
電

子
シ
ス
テ
ム
、
建
築
シ
ス
テ
ム
系
の
３

系
７
コ
ー
ス
制
の
説
明
や
個
別
相
談

な
ど
（
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）

問
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
学
生
支
援
班

　
☎
０
９
７
９

－

２
３

－

５
５
０
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
10
回
由
布
市
大
会

●
日
時　
７
月
11
日
㈯
午
前
９
時
開
会

●
場
所　
湯
布
院
公
民
館

問
人
権
・
同
和
対
策
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

の
他

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

７
０
８
９

募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
平
成
27
年
度
第
２
学
期（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
国
内
最
大
級
の
通
信
制
大
学
で
す

●
出
願
期
間

　
６
月
15
日
㈪
～
９
月
20
日
㈰

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
７
月
18
日
㈯
・
８
月
９
日
㈰
・
８
月

29
日
㈯
・
９
月
６
日
㈰

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
４
９

－

６
６
１
２

パ
ソ
コ
ン
簿
記
基
礎
科

受
講
生
募
集

●
日
時　
７
月
17
日
㈮
～
11
月
16
日
㈪

　
平
日
の
午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時

10
分

●
内
容　
就
業
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
と
簿
記

●
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
込

を
し
た
方
（
ほ
か
に
も
条
件
有
り
）

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
，

　
３
０
０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

●
受
付
期
間　
６
月
24
日
㈬

問
日
建
学
院
（
大
分
市
古
国
府
）

　
☎
０
９
７

－

５
４
６

－

０
５
２
１

平
成
28
年
度
使
用

中
学
校
教
科
書
展
示
会
に
つ
い
て

●
期
間　
６
月
18
日
㈭
～
７
月
１
日
㈬

●
場
所　
庄
内
公
民
館
１
階　
調
理
室

※
一
般
の
方
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
利

用
の
際
は
、
事
務
室
で
受
け
付
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

１
等
と
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等
：
５
億
円
×
23
本
（
発
売
総
額

６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

前
後
賞
各
：
１
億
円
×
46
本
（
発
売
総

額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万

　
１
等
：
７
０
０
０
万
円
×
１
１
０
本

（
発
売
総
額
３
３
０
億
円
・
11
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）

●
発
売
期
間

　
７
月
８
日
㈬
～
７
月
31
日
㈮

●
抽
選
日　
８
月
11
日
㈫

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

大
龍
東
部
１
区
朝
市
バ
ザ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

意
外
な
掘
り
出
し
物
に
出
会
う
か
も
！

●
日
時　
７
月
12
日
㈰ 

午
前
８
時
～

●
場
所　
大
龍
東
部
１
区
自
治
公
民
館

問
大
龍
東
部
１
区
自
治
委
員

　
吉
廣
順
一

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

３
４
２
１

●
内
容　

家
庭
で
の
接
し
方
や
保
育
・

教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

●
申
込
締
切　
７
月
31
日
㈮

問
大
分
県
立
盲
学
校
（
大
分
市
金
池
）

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６
３
８

平
成
27
年
度
「
聞
こ
え
と
こ
と
ば

の
教
育
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　
大
分
県
立
聾
学
校
で
は
、
聞
こ
え
や

こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
の
巡
回
教
育
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
31
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
会
場　
大
分
県
立
聾
学
校

●
対
象　
０
歳
～
18
歳
の
お
子
さ
ん
お

よ
び
そ
の
関
係
者

●
内
容　
育
児
や
学
習
、
就
学
に
つ
い

て
の
相
談
、
医
療
・
教
育
機
関
等
と

の
連
携
な
ど

●
申
込
締
切　
７
月
17
日
㈮

問
大
分
県
立
聾
学
校
支
援
部

　
加
藤
、
内
藤
、
安
東

　
☎
０
９
７

－

５
４
３

－

２
０
４
７

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

●
対
象　
大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

●
日
時　
９
月
３
日
㈭

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付　
午
後
１
時
30
分
）

●
場
所　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
玉
沢
）

●
内
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

●
願
書
受
付
期
間

　
（
電
子
申
請
）

　
６
月
29
日
㈪
～
７
月
11
日
㈯

　
（
書
面
申
請
）

　
７
月
２
日
㈭
～
７
月
14
日
㈫

問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
大
分
県
支
部

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

０
４
２
７

お
知
ら
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
「
お
お
い
た
魅

力
企
業
♪
合
同
企
業
説
明
会
２
０
１
６
」

●
日
時　
６
月
17
日
㈬
・
６
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル
（
大
分
市
府
内
町
）

●
対
象　
来
春
卒
業
予
定
者
（
大
学
院
、

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校
生
）

お
よ
び
既
卒
３
年
以
内

●
参
加
企
業　
60
社
（
１
日
30
社
）

問
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会

　
☎
０
９
７

－

５
４
８

－

５
７
７
１

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

～
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校
～

　
地
域
の
皆
さ
ん
、
学
校
、
施
設
お
よ

び
関
係
諸
機
関
の
か
た
が
た
を
対
象
に
、

授
業
公
開
・
施
設
見
学
・
教
育
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
就
学
や
進
路
選
択
の
参

考
に
、
ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
6
月
26
日
㈮ 

午
前
10
時
～
正
午

問
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
３
２
６

相
談
先
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「甲種防火管理者資格取得講習会」
を開催します

●講習日時　９月９日㈬～10日㈭の２日間
                　午前８時30分～午後５時
●講習会場 　庄内庁舎３階大会議室
●受講申込先　消防本部予防課
　　　　　　 （挾間町鬼瀬17の１）
●受付期間　７月21日㈫～８月24日㈪
　　　　　　午前８時30分～午後５時
　　　　　 （土日・祝日は除く）
●講習受講料　5,000円
 （テキスト代等：受講申込時に現金納入)
●受講申込書の配布
　由布市消防署（挾間町）および庄内・湯布
院出張所に準備しています｡
※定員になりしだい締め切らせていただきま

す（定員60人）。
●問い合わせ　消防本部予防課  
　　　　　　　☎097−583−1500

「どげえかえ！元気いきいき
発表会」のご案内

フラワーサポーター募集

　挾間町にある通所系事業所合同で、利用者
の方による発表会を行います。
　多くの施設が参加しますので、地域の皆さ
んもぜひご参加ください。
　また、当日ボランティアも募集しています。
ご希望の方は、事前にご連絡ください。認知
症予防の活動も企画しています。
●日時　７月11日㈯
　　　　午前10時30分～午前11時30分
●場所　はさま未来館　大ホール
●参加費　無料
●問い合わせ
　健寿荘内
　吉田理学療法士
　☎097−583−0051

消防署からのお知らせ

 「菜の花」や「コスモス」の花を一緒に咲か
せ、由布市を花いっぱいにしませんか。無料
で種子を差し上げます。個人・団体は問いま
せん。
　希望される場合は、数量を各地域振興課ま
でお申し込みください。ただし、数に限りが
あり、先着順となりますのでご了承ください。

※なお、昨年度登録されている方につきま
しても、引き続き受け取りを希望される
場合は、再度お申し込みをしてください。

●申込先
　挾間振興局地域振興課
　☎097-583-1118（内線1224）
　庄内振興局地域振興課
　☎097-582-1111（内線117）
　湯布院振興局地域振興課
　☎0977-84-3111（内線216）
●問い合わせ
　環境課（湯布院庁舎）
　☎0977-84-3111（内線522）

平成27年度銃砲刀剣類登録審査会日程

第２回 由布市徘徊模擬訓練
　認知症の方が安心して暮らしていくためには、地域の皆さんの認知症
に対する理解とちょっとした手助けが必要です。今年度は湯布院地域で
「認知症などで行方不明になった方を探すための声かけ訓練」を行いま
す。興味のある方は当日「湯布院コミュニティセンター大ホール」にお
越しいただくか、沿道からの応援をお願いします。

●日時　６月21日㈰ 午前９時～正午
●場所　湯布院町　乙丸区（乙丸１・乙丸２・乙丸３・新町１・新町２）
●問い合わせ　由布市地域包括支援センター　担当：太田　☎097−582−0106
　　　　　　　福祉対策課福祉係（湯布院庁舎） 　　　☎0977−84−3111（内線315）

月　日 時　間 会　場
7月 8日㈬ 午後１時～午後５時 県庁別館８階８４会議室

9月 9日㈬ 午後１時～午後５時 県庁別館８階８４会議室

11月11日㈬ 午後１時～午後５時 県庁別館８階８４会議室

1月13日㈬ 午後１時～午後５時 県庁別館８階８４会議室

3月 9日㈬ 午後１時～午後５時 県庁別館８階８４会議室

●受付時間　午後４時30分まで
●持参物　現物、発見届出済証、登録

手数料（１件6,300円）
※銃砲刀剣類登録証がない古式鉄砲や

刀剣類は所持できないため、必ず登
録証の交付を受けてください。

●問い合わせ　県教育庁文化課
　☎097−506−5498
　☎097−506−5493

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 6/17 ㈬

変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：21 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

6/17
㈬

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 12:10 発の便

〔コミュニティバス〕総務部　総合政策課

〔スクールバス〕教育委員会　教育総務課
☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便
の時間を変更して運
行するため、次の便は運休および変更となります。ご
利用の際はお間違えのないようご利用ください。

2015緑のカーテンコンテストを開催します！
●対象　今年度、由布市内に緑のカーテンを設置した方
　　　 （前年度以前応募経験がある方も応募できます）
●募集部門　①個人部門　②団体部門（事業所、学校等）
●応募方法　応募用紙に必要事項を記載し、撮影した緑のカーテンの写真を貼り、提出してく

ださい。応募用紙は次の受付窓口に設置しています。※市公式ホームページから
もダウンロードできます。

●受付窓口　環境課（湯布院庁舎）、地域振興課商工環境係（挾間・庄内庁舎）
　　　　　　郵送・Ｅメールの場合は、環境課へお送りください。
●応募締切　９月30日㈬ 必着
※ご応募いただいた方には、参加賞を差し上げます。
　また、各庁舎の窓口で緑のカーテンコンテスト用の朝顔の種を配布しています。ご自由にお

取りください。
※数に限りがありますので、１世帯あたり２袋までとさせていただきます。
●郵送・メール宛先
　〒879−5192 湯布院町川上3738−１　環境課（湯布院庁舎）
　  kankyo@city.yufu.oita. jp
●問い合わせ
　環境課（湯布院庁舎）☎0977−84−3111（内線524）
　由布市公式ホームページ　  http://www.city.yufu.oita.jp/
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無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　７月 4日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　７月 3日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　７月15日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：不動産取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　７月 6日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　７月14日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　７月15日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　７月 7日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　７月17日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　７月10日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　７月 3日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　７月５日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　７月５日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。８月開催で出店を希望さ

れる方は７月17日までにお申し込みください。（必着）
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

第３号被保険者の届け出
　第２号被保険者（厚生年金保険や共済組
合に加入している方）に扶養されている
２０歳以上６０歳未満の配偶者は、第３号
被保険者として国民年金に加入することに
なります。加入手続きは、第２号被保険者
の勤務先を経由して行うことになります。
　なお、国民年金保険料は、第２号被保険
者の加入している年金制度が負担しますの
で、ご自分で納める必要はありません。

※以下の場合は、市役所窓口へ届け出が必
要です。

・第３号被保険者に該当したとき
・収入が増えたり、離婚して第３号被保険

者でなくなったとき
・住所や氏名が変わったとき

問大分年金事務所　☎097–552–1211
　保険課保険係（湯布院庁舎）
　　　　　　　　　☎0977–84–3111（内線337） 

●国民健康保険税　１期分　　●市県民税　１期分
●入湯税　６月期分（５月分）
納期限　平成27年６月30日㈫

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは市民課・税務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）まで
お問い合わせください。
６
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6挾 挾 湯 湯/庄 庄

7 8 9 10 11 12 13挾 挾 湯 湯/庄 庄
14 15 16 17 18 19 20挾 挾 湯 湯/庄 庄
21 22 23 24 25 26 27挾 挾 湯 湯/庄 庄
28 29 30挾 挾

７
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4湯 湯/庄 庄

5 6 7 8 9 10 11挾 挾 湯 湯/庄 庄
12 13 14 15 16 17 18挾 挾 湯 湯/庄 庄
19 20 21 22 23 24 25挾 湯 湯/庄 庄
26 27 28 29 30 31挾 挾 湯 湯/庄 庄

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付け
はお取り扱いできません。

編
集
後
記

▼
庄
内
町
に
あ
る
名
水
の

滝
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

緑
深
い
原
生
林
の
中
で
ひ

と
き
わ
存
在
感
を
示
し
て

い
ま
す
。
辺
り
は
涼
し
く

静
か
な
時
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
癒
し
・

涼
を
求
め
に
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？（
た
）

▼
梅
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に
入
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雨
が
降
り

続
く
時
期
で
す
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じ
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し
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気
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飛
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す
ね
。
運
動
や

食
事
な
ど
気
分
転
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法
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い
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い
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あ
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で
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自
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あ
っ
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で
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時
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乗
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切
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ま

し
ょ
う
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あ
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５
月
の
連
休
に
旅
行
さ
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
ま
す
ま
す
遠
出
を
す
る
機
会
が

増
え
ま
す
ね
。
旅
行
先
で
は
、
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
で
手
軽
に
写
真
や
映
像

を
撮
っ
て
思
い
出
を
残
せ
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
昔
は
、

矢や
た
て立
と
日
記
手
帳
で
旅
の
思
い
出
を

残
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
矢
立
」
の
お
話
で
す
。

　
矢
立
と
は
万
年
筆
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

の
よ
う
な
も
の
で
、
筆
と
墨
壺
を
組

み
合
わ
せ
た
携
帯
用
の
筆
記
用
具
で

す
。

　
矢
立
の
始
ま
り
は
鎌
倉
時
代
と
い

わ
れ
、
初
期
の
も
の
は
檜
扇
型
で
、

上
部
の
蓋
を
横
に
ず
ら
し
、
筆
と
墨

壺
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
墨
壺
に
は
も
ぐ
さ
や
綿
な

ど
を
入
れ
、
墨
汁
を
浸
み
込
ま
せ
て

墨
汁
が
乾
燥
し
た
ら
水
を
差
し
て
使

い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
矢
立
の
形
は

檜
扇
型
、
筆
と
墨
壺
が
別
個
に
な
っ

た
分
離
型
や
箱
型
と
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
一
般
的
と
な
り
ま
し
た
。

　
素
材
は
、
銀
・
心
中
・
鉄
な
ど
の

金
属
が
多
い
の
で
す
が
、
象
牙
・

竹
・
陶
磁
器
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
筆
画
と
墨
壺
を
収
納
す
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
形
か
ら
、
職
人
が
使
う

矢
立
は
筆
が
入
る
筒
に
物
差
し
を
一

緒
に
入
れ
た
り
、
筒
自
体
に
目
盛
を

つ
け
た
も
の
、
商
人
は
算
盤
や
秤
に

筆
や
墨
壺
を
仕
込
ん
だ
矢
立
、
女
性

に
は
か
ん
ざ
し
に
仕
込
ん
だ
矢
立
な

ど
、
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
も
の

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

頑
丈
で
携
帯
し
て
い
て
も
怪
し
ま
れ

な
い
た
め
、
筆
筒
に
針
や
刃
を
仕
込

ん
で
護
身
用
と
し
て
の
使
い
方
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
笛
太
鼓
、
千
両
箱
、
小
槌
、

ひ
ょ
う
た
ん
、
筆
と
い
っ
た
変
わ
っ

た
形
や
、
花
唐
草
、
魚
、
ふ
く
ろ
う
、

龍
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
が
描
か
れ
た
り

彫
ら
れ
た
り
し
て
、
所
有
す
る
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
を
凝
ら
し
、
楽
し

む
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昔
は
、
お
気
に
入
り
の
矢
立
を

持
っ
て
旅
に
出
て
い
た
の
か
な
、
と

想
像
す
る
と
、
と
て
も
“
粋
”
に
感

じ
ま
す
ね
。

雨
の
多
い
時
期
で
す
。

十
分
な
排
水
対
策
を

し
て
く
だ
さ
い
。　

●
ナ
ス

　
多
湿
を
好
む
た
め
、
か
ん
水
を
十
分
行
い
ま
す
。
基
本
の
3
本
仕
立
て
と
し
、
下

の
方
か
ら
出
て
く
る
脇
芽
は
除
去
し
ま
す
。
追
肥
は
半
月
に
１
回
を
目
安
に
行
い
ま

す
。
害
虫
が
増
え
葉
を
食
害
す
る
と
生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。
補
殺
す
る
か
薬
剤
で

防
除
し
ま
し
ょ
う
。

●
ト
マ
ト

　
最
初
の
追
肥
を
大
玉
果
は
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
大
き
さ
の
時
、
小
玉
は
肥
大
始
め
に
行

い
、
そ
の
後
20
日
間
隔
で
行
い
ま
す
。
雨
よ
け
栽
培
に
す
る
と
裂
果
や
病
気
を
防
ぎ
、

糖
度
の
高
い
甘
い
実
が
収
穫
で
き
ま
す
。

●
キ
ュ
ウ
リ

　
１
回
目
の
追
肥
は
収
穫
が
始
ま
っ
て
10
日
目
く
ら
い
か
ら
行
い
ま
す
。
そ
の
後
2

週
間
に
1
回
程
度
で
行
い
ま
す
。
親
づ
る
は
１
５
０
㎝
で
芯
止
め
し
ま
す
。
子
づ
る

は
2
節
で
芯
止
め
し
、
孫
づ
る
を
伸
ば
し
ま
す
。
下
か
ら
5
節
目
ま
で
の
子
づ
る
孫

づ
る
は
取
り
除
き
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
親
づ
る
よ
り
、
子
づ
る
孫
づ
る
に
実
が
付
き

ま
す
。

●
ス
イ
カ

　
果
実
を
肥
大
さ
せ
る
た
め
に
大
玉
で
1
株
2
果
、
小
玉
は
3
～
4
果
の
実
に
し
ま

す
。
親
づ
る
は
葉
が
6
枚
の
と
き
に
芯
止
め
し
、
子
づ
る
を
4
本
伸
ば
し
ま
す
。
葉

が
15
～
20
枚
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
着
果
さ
せ
ま
す
。
雄
花
を
雌
花
に
人
工
授
粉
す
る

と
着
果
が
よ
く
な
り
ま
す
。
花
粉
は
午
前
中
活
発
に
動
き
、
午
後
か
ら
は
活
動
が
弱

ま
り
ま
す
。
受
粉
は
午
前
10
時
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
最
初
の
追
肥
は
開
花
４
～

５
日
前
、
２
回
目
は
着
果
後
、
果
実
が
こ
ぶ
し
大
に
な
っ
た
こ
ろ
に
つ
る
の
先
端
付

近
に
ま
き
ま
す
。

　
玉
ね
ぎ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
収
穫
を
し
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
に
か
か

る
と
病
気
に
な
り
や
す
く
、
収
穫
後
も
水
分
が
多
く
保
存
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
玉

ね
ぎ
は
全
体
の
8
割
が
倒
伏
し
た
状
態
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
地
上
部
が
黄
化
し
た
状
態
、

ニ
ン
ニ
ク
は
芽
を
摘
ん
で
か
ら
30
日
後
を
め
ど
に
し
ま
す
。
長
期
保
存
を
す
る
場
合

は
水
で
洗
わ
ず
軽
く
土
を
落
と
し
た
状
態
に
し
ま
す
。
玉
ね
ぎ
は
軸
を
5
㎝
残
し
根

を
水
平
切
り
し
、
ニ
ン
ニ
ク
は
根
を
く
り
抜
く
く
ら
い
で
切
り
ま
す
。
風
通
し
の
良

い
冷
暗
所
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

総人口  35,443人（−15）
世帯数  15,459戸（＋3）

男  16,997人（−4）
女  18,446人（−11）

５月31日現在 （　 ）は前月比
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
朝
早
く
畑
に
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
太
陽
が
昇
り
始
め

ま
す
。
す
る
と
、
畑
の
隅
か
ら
ま
る
で
鏡
の
よ
う
に
光
が

反
射
し
て
き
ま
す
。
サ
ザ
ン
カ
の
若
葉
で
す
。
ま
ぶ
し
い

ば
か
り
に
輝
い
て
い
ま
す
。
緑
色
で
は
な
く
ま
さ
に
太
陽

の
光
そ
の
も
の
で
す
。
今
ま
で
見
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
心
に
留
め
た
の
は
初
め
て
。「
若
葉
が
輝
く
っ
て
こ

の
こ
と
か
」
と
、
つ
い
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
何
十
年
に
１
度
だ
と
か
、
気
象
観
測
が
始

ま
っ
て
何
度
目
だ
と
か
い
う
情
報
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
異
常
気
象
が
当
た
り
前
と
も
言
え
る
天
候
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
こ
の
数
日
雨
も
降
ら
ず
、
暑
い
日
と
な
っ
て

い
て
（
市
報
が
皆
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
に
は
梅
雨
入
り
に

な
っ
て
い
る
か
も
？
）
畑
は
カ
ラ
カ
ラ
、
野
菜
も
水
を
欲

し
が
っ
て
い
ま
し
た
。
水
は
ジ
ュ
ー
っ
と
音
を
立
て
て
土

の
中
に
染
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
私
も
野
菜
が
急
に
元
気

に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
、「
い
い
こ
と
を
し
て
や
っ
た
」

と
な
ん
だ
か
人
助
け
を
し
た
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
気
分
に

な
り
ま
す
。
野
菜
も
「
水
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
！
こ
れ
で
元
気
に
な
れ
る
よ
！
」
と
話
し
か

け
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
の
畑
仕
事
は
元

気
が
出
ま
す
。
野
菜
た
ち
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で

す
。

　
今
年
も
〝
さ
や
え
ん
ど
う
〟
が
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。
味
噌
汁
に
、
炒
め
も
の
に
、
弁
当
の
お
か

ず
に
と
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
実
を
つ
け
た
努
力
に
応
え
て
や
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
。「
あ
り
が
と
う
！
お
か
げ
で
新
鮮
で
美

味
し
い
も
の
が
い
た
だ
け
る
！
」
と
感
謝
で
す
。

　
人
と
の
出
会
い
も
同
じ
か
な
。
相
手
を
思
い
や
り
、
出

会
い
に
感
謝
す
る
。
こ
ん
な
自
分
で
あ
り
た
い
と
い
つ
も

思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
で
す
ね
。

Happy Birthday

佐
さ と う

藤 陽
ひ な た

菜太くん
平成２６年６月９日生　挾間町挾間

眞
ま こ

子 琉
り ゅ う た ろ う

太郎くん
平成２６年６月５日生　庄内町高岡

平
ひ ら の

野 愛
あ い ら

空ちゃん
平成２５年６月２５日生　挾間町谷

園
そ の し た

下 翔
か け る

瑠くん
平成２６年６月２日生　庄内町西長宝

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課（☎097–582–1111 内線208）へ電話でお申し込みくだ
さい。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。７月生まれの申込締切は
６月16日㈫、８月生まれの申込締切は７月21日㈫です。

あ な た の 生 ま れ た 大 切 な 日

～ 地域活動を通じて、“大学生”と交流しませんか？ ～

＜問い合わせ＞ 総合政策課地域振興係（庄内庁舎） ☎097–582–1111（内線227）

☆地域活動の例☆
　○ 地域のお祭り・収穫祭・運動会など
　○ 地域の共同作業など
　○ 地域行事の企画・立案　　etc.

　地域のお祭り・収穫祭・運動会などに大学生を迎え入れ、交流を図りたい
地域（団体）を募集します。
　大学生には、単なる労働力としてではなく、若い力・若い発想力で地域の
活動などに参加してもらい、地域のことを学んでもらいます。地域交流活動
に大学生を迎え入れていただける地域をお待ちしています！
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